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幼児期の夜間睡眠には昼寝の⻑さと夜の⺟乳授乳が影響することが明らかに 
〜1 歳半のこどもの夜間睡眠に対する添い寝と夜間⺟乳栄養の影響を調査〜 
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聖路加国際病院・中川真智⼦医師らは、睡眠パターンの基礎が形成される 1 歳半の幼児

を対象に、夜の睡眠に対する添い寝と夜間⺟乳授乳の影響を調べた。健康な幼児 106 名に

アクチグラフ（睡眠計）を 1 週間継続して装着し解析を⾏った。

その結果、幼児の夜間睡眠時間の⻑さは夜間⺟乳授乳で短くな

る⼀⽅で、添い寝は影響しなかった。これまでも夜間睡眠時に

夜間⺟乳授乳や、アジア諸国を中⼼に多くみられる“添い寝”を

⾏うと幼児の夜間睡眠が妨げられる可能性が指摘されていた

が、ほとんどの研究がアンケート調査によるものであった。⼀

⽅、今回の研究では睡眠計により“添い寝”が幼児の夜間睡眠を

必ずしも妨げるものではないことを客観的に確認した。また⻑い昼寝も夜間睡眠時間を短

くすることも確認された。 

本研究の結果、⼦育て中の養育者に対して⺟乳の与え⽅や昼寝の⻑さを

調節するようアドバイスすることにより、幼児の夜の睡眠不⾜が解消でき

る可能性及び、それに伴う養育者の不安や睡眠不⾜を解消できる可能性が

明らかになった。今回の知⾒は、こどもの睡眠について悩む養育者の⼦育てをサポートして

いくのに有⽤と考えられる。 



発表概要 

聖路加国際病院（病院⻑・福井次⽮）⼩児総合医療センター中川真智⼦医師らを中⼼と

した、国⽴⼤学法⼈秋⽥⼤学医学部附属病院、国⽴⼤学法⼈北海道⼤学 北海道⼤学病

院、国⽴⼤学法⼈⾦沢⼤学、⽇本⾚⼗字社医療センター、東邦⼤学医療センター⼤森病院

らのグループは、1 歳半の幼児の夜間睡眠時間は⻑時間の昼寝と夜間⺟乳授乳で短くなる

が、養育者との添い寝には影響されないことを明らかにした。 

この研究成果は、英国のオンライン科学雑誌『Scientific Reports』（英国時間 2 ⽉ 4 ⽇

午前 10 時︔⽇本時間 2 ⽉ 4 ⽇午後 7 時）に掲載されました（論⽂名︓Daytime nap and 

nighttime breastfeeding are associated with toddlersʼ nighttime sleep）。 
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